
















































































































































































































3』答1，2筆∫・ 学1㍉11・シ堤力1・侶三冒餐 比較的高．年’；折のアスカリドー・t（新．r・・一・卜一・．・L）による蠣虫艮矧喰成績 6（」
第7表虫卵保持率・排虫および罫ε奈駆虫率の年齢別調査 （　）．内は：96
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D．副　作　用
　　余らの・今」回の窪斑翠iにネβいては窪左に1蒲有胤弱’を多数に選ん
だ関係から，副作川の出現については特に詳細かつ系lll大と
なく愁訴の；澗査をおこなった。すなわ’ち，第8表のごとく
182’A　TF　36名（19，．S％）にド1・他覚f角副作画を認グ）得たL、こ
れらは大体巾枢並び1こドi別刷1．経
系および浩化器障根に起因する
ものが大部分で，腹痛の出現は
下斉1J服用後に藷忍められる酒’がほ
とんどすべてであるが，その他
の讃症状は比較的∫11・期に壽恩めら
第9表　　イr副i四川「K”の・年揖箸川．］Mcびにラ篭奈r瑚く虫寧月u；温1卍丘
第8表副作川
（　）内は96
画U　f乍　月1
年齢
L）OVJ．』ド
21　’v　40
41　・一　60
小計
61以上
合計
陰　四 馬　少
樗区　虫そ麦虫功」
??????
1－7
??
20　（5　，5．5）
??
2
??
4（11．1）
不　変
6■
??
4
9
?
i2　（33．4）
有RltJ　i乍川1』’K畠
　計（％）
9　（25．0）
Jl　（30．6）
S　（22．2）
28　（77．7）
8　（22．3）
36　（100．0）
；凋査秦数
??????
94
S8
イi副作用者の
註斑査杢数に
対する．1’s’分比
．rj6．2
50．6
19．0
29．8
を．身倦怠、
　頭’E9：］・贋ソ前
H玄　　　毒㌃
：tl＝　　鳴
動　　　悸
悪　　　心
［内乾燥
食慾不振
腹　　　り而
’ド辣ijG茸丹∫隻）
乎指しびれ感
9．1
182）
?
?．
．?「一
??
］9．8
ii・td’；1査全数に対す
　るll正ヒ1了分・上ヒ
例数
????????????????
36
1　9．　．S
70 才！1・ii卜淡川・佐藤　比lll交的高年者のアスカリドール（新ネマトール）による颯虫ll区除成績札幌医誌1952
オし，本斉lj白体のll｛II作川と考えられた。これを碓齢別に調べ
ると第9表のごとく，才？年酋ほど高牽（56．2％）に認められ，
高年酒の副作川としては高度の下痢を起した2例が特に注
1ヨされた。これ・らの症状が若峯卜』撫こ多くかっその性質力｛血
艀蓮動，唾液分泌，腸管蓮垂11などに関係する点，木剤の自
律1帥経に対する有瀬性を考えさせるに充分であった。なお
究1全駆虫率との関係では，完全駆虫者の副作川がやや高率
（55．5％）を示したが，この点アスカリドールの虫体に対す
る作那後に間接的に副作川が出たものか，また薬剤白体の
影響によるかを結論づけることは術早であり，前記の副作
用出現時開のll孫illな調査とともに，今後の追求を要すると
こると考える。さらに高年漏’にして心｝臓弁膜障琳ある5名
につき服川前後（24時ll旺後）に血肥および心電圃による調査
をおこなったが，なんら記載すべき変化を認めなかった。
これらについては他の副作用も杢く出現しなかった。
：E．総括並びに結論
　　以上余らは純アスカリドール製剤（新ネマト
ール）を二1三として高年者を対蜘こ使川し．，次の結
果を得た。
　　ユ）　182名の駆虫成績で排虫．率89．0％，完杢
Pt　L「1．傘57．7％で，大休諸家の成績に一致する。
　　2）排虫ぽ大部分服用後1～21U－1に認めら
れた。
　　3）61才以」＝の高年者が20才以上の苦年者
より比較的排虫率高く，これに反し完杢駆虫率は
後者の方がむしろ高率であっ．fc。
　　4）一・般に虫卵を多数保持するほど完杢駆虫
率は悪かったが，排虫率は高かった。
　　5）刑作川ぽ從來の報告に比しやや高率（19．8
％）であるが，少なくとも刑作川出現率からは純
アスカリドーr一ルO．45　gs　1回服用の範囲内では高年
者に対する使川を禁忌とするほどの理由は見ださ
れなかった。
　　6）一一部の’K’　ec　fiつた心電図学的調査でも異
常を認めなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　（27，4．1受付）
Su血mary
　　A　study　on　the　virutes　and　s．econdary　reactions　of　purified　ascaridole　‘app｝ied　to　re！a‘tively
ag　de　persons　has　been　conducted　with　the　following　ref　ults．
　　　　　　Worm　discharge　rate　89．．O％
　　　　　　Complete　discharge　rate　57．7％
　　　　　　Secondary　reactions　19．8．OS
　　The　ma｛n　objedtive　xvas　ln　the　secondary　reactions　and　as　a　reE　ult　of　this　study　we　fir｝e　we
have　no，　grounds　to　ban　the　a，　ppolication　of　this　drug・
